









継続中が 2つ）、卒業論文は 27 報であった。①
では、学会発表 8件（内、海外 3件）、工業会










平成 25 年 1 月 14 日受理
	 *	 大学院工学研究科機械・生物化学工学専攻・教授
Abstract








Keywords	 :	Research in Mechanical Engineering, Stage of Research Result , 















































































































　10 年間での成果公表は学会発表 8 件、工業
会発表 2件、論文 4編、本学紀要 10 編で、2.4







































































































































　 　 （あおもり産学官ﾌｫｰﾗﾑ 2006）4）
H18 ビーズミルによる小麦粉サブミクロン化の基礎検討 八工大紀要 26,pp.9-13（2007）
H19 粒度分布データからの小麦粉粉化メカニズムの検討 八工大紀要 28,pp.1-5（2009）
H19 小麦粉粒径分布における画像解析ソフトパラメータの適正化 	（JSME）5）
H19 マイクロビーズの自己損耗特性の検討 八工大紀要 29,pp.1-6（2010）
H20 連続式傾斜型マイクロビーズミル構造寸法の検討 （粉体工学会）6）
H21 除電透明コールドモデルでの小麦粉付着状況の観察 ≪粉体工学会　粒子帯電制御
H21 マイクロビーズミル透明コールドモデルの静電気除去特性 研究会≫≪ PPPⅣ 2014 ≫




H23 マイクロビーズミルにおけるビーズ損耗特性の検討 ≪Nano-S&T2013 ≫
H24 マイクロビーズミルにおけるビーズ損耗メカニズム ≪Nano-S&T2013 ≫
　 ②　ナノ水車 　
H16 超小容量（ナノ級）水力発電技術開発 八工大紀要 24,pp.9-18（2005）
　 　 （八戸機械工業会 2005）8）
H17 3 次元翼ランナーを具備したナノ級水力発電装置の性能検討 八工大紀要 25,pp.1-9（2006）
　 　 八工大紀要 25,pp.11-15（2006）
H18 ナノ級水力発電装置性能に及ぼすガイドベーン角度の影響 八工大紀要 26,pp.1-7（2007）










H16 吸収冷凍機での媒体濃度計測に関する基礎検討 八工大紀要 24,pp.19-29（2005）	




























































○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − １．学内外プロジェクトで推進
→　冷凍機メーカー不参加
⑤電力平準化 ○ ○ − ○ ○ − − − １．理論武装は出来つつあるが、開発途
上
２．M-E 学内プロジェクトを提案する
も却下
３．電力あるいはガス会社との共同研究
必須
要　旨
本　学赴任後 10 年間の節目に、科目「卒業研究」で学生が仕上げた卒業論文を総括し、
①教育・研究成果の最終形である成果公表に結び付けることを及び②研究成果の最終
形である実用化、製品化等に至るための課題摘出を行った。①では、今年度卒業論文
の公表予定を踏まえると卒業論文のほとんどが成果公表できる見通しを得、また、②
では、学会等発表、投稿による製品の学術的サポート及び専門家集団（製品化メーカー
の参画は必須）による学内外プロジェクトでの推進他が重要であることを痛感した。
キーワード	:	卒業研究，段階的研究成果，プロジェクト推進，チエック＆レビュー
